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清水 謙

－ご自身がチガラボでの活動や仕事を行
う上での理念・コンセプトは❓

その人自身の「らしさ」を活かし、さま
ざまな違いを持った人が出会って混ざりあ
うことによって、新しい価値が生まれ、そ
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－チガラボを設立されたきっかけ・経緯を教
えてください。

茅ヶ崎は都内通勤者が多く、また年代を問わ
ずなにかやりたいと考えている人が多いと感じ
ていました。関心のあることを気軽に口に出せ
て、それが実験できて形になっていくことを応
援しあえる場をつくりたいと思い、コワーキン
グスペースという場所は、たまたまそのイメー
ジに近い業態だと思ったからです。
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チガラボ

02

Profile

2017年にOPENしたチガラボは、地域の多様な人が
集まる「ラボ型の第3の場所」として、様々なイベ
ントを開催し、地域を盛り上げています。
個人のココロが動くことに重点を置きながら、
チャレンジする場所、アイデアや仲間を得る場所
として、参加者のワクワクを後押ししています。

1974年生まれ、茅ヶ崎市在住。ヒトコトデザイ
ン株式会社代表取締役、コワーキングスペース
「チガラボ」代表、一般社団法人Workation 
Network 代表理事、NPO法人湘南スタイル理事。
輸入商社などを経て、企業の人材育成・組織開
発に関するコンサルティングに従事。独立後は
ソーシャル＆ローカル領域にも活動を広げ、東
北の震災復興や全国のローカルベンチャーの担
い手育成などに関わる。茅ヶ崎では、多様な人
のつながりから新しいたくらみを生み出すコ
ミュニティ「チガラボ」を運営。

－移住者である清水さんが、茅ヶ崎に出店した
理由や、街に対する印象は❓

子供が小学校に進学するタイミングで、もっ
と自然に近い地域でゆったりと暮らしたいと考
えて都内から移住しました。
湘南エリアまで絞った後にそれぞれのまちを

比べた中で、茅ヶ崎が最も特定のカラーに染
まっていない印象を持ち、自分らしい暮らしが
実現できるのでは、と感じて選択しました。住
んだ後もその印象は変わらず、自由でゆったり
した空気感が気に入っています。

の総和が結果として
地域や社会をすこし
よい方向に変えてい
くことです。

コワーキングスペース
代表者インタビュー

個人の“ＴＡＫＵＲＡＭＩ”に
様々な分野の人が関わり
新しい価値が生まれる場所

さん



－チガラボのキーワード「ＴＡＫＵＲＡＭＩ」とは❓

活動する本人にとって、好き/気になる/何とかしたいテーマとして、自ら考えて取り組んでい
ることを指します。もしくはその妄想や構想や計画のこと。「企む」という言葉には、いたずら
心やワクワク感というニュアンスがあるので、その語感を大切にしています。ローカル/ソー
シャルプロジェクト、地域の活動、などの言い方よりも、他者が興味を持ったり応援しやすくな
ることも狙っています。

－イベントで大切にしていることはなんですか❓

企画する人にとってのワクワク感があり、何らかの実験的な要素を持っていること。たくさん
の人数が集まることよりも、深く共感してくれる人が一人でも来てくれることが大切です。

－チガラボに興味がある方や、これから利用したい方へメッセージをお願いします！

意識が高い人が集まる場ではなく、なんとなく気になるテーマがある、特にないけれど人や
テーマと出会いたい、自分のこれからの仕事や暮らしや遊びをもっと多くの人と考えていきたい、
といった方に気軽に使ってほしいです。企業、行政、学校、団体など、さまざまな立場の人が混
ざる場をつくっていきたい、何かサポートしたい、という方も大歓迎です。

－年間100回以上のイベントを開催されていますが、
どのような位置づけなのでしょうか❓

イベントはテーマが幅広くハードルが低いものが
ほとんどで、より多くの人が足を運んでくれるきっ
かけと捉えています。
また、半数ほどはチガラボのメンバーの企画によ

るもので、それぞれの企みごとを実験する場として、
自分のプロジェクトの発信、仲間やアイデアを集め
る、小さく試してみるために、イベントを実施する
という形をとっています。

－コロナ禍が働き方の多様化を後押ししたと感じますが、
コロナ以前と比べて「チガラボ」に変化はありましたか❓

飲食を伴う人が集まるイベントが、重要な役割を持ってい
ましたが全面的にできなくなってしまいました。
一方で、オンライン化が進み、いつでもどこからでも参加

できる利便性は高まったり、新しい視点で場を考える機会に
もなったと思います。

－今後チガラボで力を入れていくこと、目指すことを教えてください。

ひとつひとつの企みごとの実践度をより高めるようなサポートを増やしていき、チガラボとい
う場所自体をさらに実験が生まれて動いている場として見える化していきたいと考えています。

My本棚は、メンバーを知るきっかけや、
つながる仕掛けのひとつ。メンバーの
個性が光ります。

【チガラボ】https://chiga-lab.com/
【TAKURAMI】https://takurami.org/ ＠chiga_lab

🏢 新栄町13-48 ワラシナビル5F (茅ヶ崎駅北口から徒歩3分)

☎ 080-8731-6503

㊡ 土曜日／年末年始／夏季／ＧＷ

🕐 平日 9：00～21：00 日祝 10：00～19：00

コワーキングスペース チガラボ

３周年イベントの様子。参加者は小学生から80代、東京
や他地域から…など多種多様なコミュニティが形成さ
れています。


